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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は小児におけるRey一〇sterriethComplexFigure(ROCF)の描画が､
実行機能の解析に有用かどうかを検討したものである｡対象はIQ70以上の
種 々の神経疾患息児であ り､ROCF は BostenQuautativeScoring
System(BQSS)を用いて評価した｡
結果は､現在用いられている数種類の評価方法と比較して､小児の ROCF
の成績には､視覚認知や視覚構成力に加え､計画性や統合性などの実行機
能の一部が反映されることを示す興味深いものであった｡今後､正常児コ
ントロール群の成績を示し､またIQの高い (例として90以上)症例のデ
ータの集積や､ADHDなど対象疾患を限定した成績などの実用化に向けた
検討が必要であるが､小児期の高次脳機能障害の評価にBQSSが応用でき
る可能性を示した点が高く評価される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
